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Ce-Si系物質のメタ磁性と低温物性
名大理 牛田 泰久､西岡 孝､紺谷 雅昭

ce-si=元系物質には･CeSiz,CeS'1,.7,CeSi,Ce,Siヰ,Ce3Siz,CeSSi3の六種類が存在する｡前

2つは､いはゆるCeSiz_βとして･RKKY相互作用とKondo状態の競合に関する興味深い

研究がなされてきた｡しかしながら､他の物質に関しては､その物性がほとんど報告され

ていない｡CeSSi4,Ce,Siz,Ce,Si,は､2つ以上の非等価なCeサイトを持つ事から･より複

雑な磁性が期待される｡我々は､現在までに図に示す様なCesSi3のメタ磁性の起源に注目

し､様々な物性を明らかにしてきた｡ここ

では､メタ磁性に異なったCeサイト間の相

互作用が大きく関係している事を示してい

る｡さらに･CeSSi4･Ce3SiZに関しても･メ
タ磁性を示す事を明らかにした｡

当日は､これら3つの物質の物性につい

て､現在わかっていることを紹介する｡特

にメタ磁性の起源に着目し､さらに詳しい

議論をしたい｡
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位相方程式の拡張と協同現象 早大理工情報 学長PD田中久陽

周波故及び位相の両者を共に同期させる東甫アジア蛍の集団同期明渡,或いは鍵日(サーカアイアン)リズム等に見られる適応的な引き込み現嚢を凍え
る一つの枠且みとしで,幼 子岡の結合強度が桃 子の活動に依存してゆっくりと餐戯されるモデルを考える事が有効と考えられる.このような枠組み

は,従来のリミットサイクル集団に対 して得られる(大蛾結合)位相モデル
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に対して,その拡張となる
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を(最も術単な形として)与える事が,平均化手法から得られる.

モデル(1)においてh(･)≡sinのとき∩の分布を遺当に与えるような無限自由度の捷馴 こおいて.哉本の理肴【1】は同期のコヒーレンシーを定める

オ~ダ~バラメ.-タ~が結合強度Kに対して,2次相転移的に塩る舞う事を示している･最近の蘇果により,A(･)は一般の周期閑掛 こ拡張され【21,そこで
は(最もsencrlCには)2次相転移ではないが,同様の連続的な転移を示す事が知られている1-九(2)に対して,その協同現象はE=0のハミルトン系
の場合において熟平衡状態として2次相転移を示す事は知られていたが,E ～0(1)ではどうなるか未知であった.我々はここで蔵本と同様なセッティ
ングで

(i)(2)は(I)とは異なる不達麓的ジャンプ,ヒステリシスを伴う相転移を皇し,そのジャンプを示す臨界強度Kcは,対応する(1)のKcより常に大
きくなる事を導き,Eのある範囲で理肴と政使シミュレ-シBrンの良い一女を持た【3,4).
一方.亡- 0となるにつれ,

(ii)(2)は.多生の異なる同期周波政を持つクラスターに分かれ,このパターンが安封 ヒし,(i)におけるクリアーな相転軌 土(政壊的に有限系でjlぺ
てみる取り)認められない･モデル(2)タイプの位相方程式は工学上の興味に加え【5,6],上記の(i)から(ii)への転移を明儀にする事,(i)における1次
相軽等を示す事のユニパーサリティ-,等興味ある今後の狂最である.
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